
人
と
生
ま
れ
た

悲
し
み
を
知
ら
な
い

も
の
は

人
と
生
ま
れ
た

喜
び
を
知
ら
な
い

護
持
会
報
告

報
恩
講

子
供
会
報
告

詳
細
は
2
頁

十
一
月
三
十
日
（
日
）
午
前
十
一
時
勤
修

詳
細
は
3
頁

詳
細
は
4
頁

盂蘭盆会勤行 盂蘭盆会

住職法話
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二
〇
二
四
年
度
第
二
十
六
回
光
照
寺

護
持
会
総
会
が
六
月
二
十
六
日
（
木
）、

十
三
時
か
ら
光
照
寺
本
堂
に
お
い
て
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

勤
行
に
続
き
全
員
で
婦
人
部
の
皆
様

に
合
わ
せ
て
仏
教
讃
歌
「
真
宗
宗
歌
」を

唱
和
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
総
会
に
入
り
会
長
か
ら
護

持
会
へ
の
協
力
の
謝
意
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
住
職
様
か
ら
皆
様
の
ご
支
援
で
二

十
六
回
目
に
な
り
、
回
を
重
ね
る
中
で

役
員
の
顔
ぶ
れ
も
変
わ
り
歴
史
を
感
じ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
護
持
会
が
存
続
さ

れ
、
今
日
も
初
め
て
参
加
の
方
も
あ
り

嬉
し
く
思
い
ま
す
と
お
礼
の
お
言
葉
を

賜
り
ま
し
た
。

ま
た
光
照
寺
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
る
機
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
様
々
な

企
画
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。真
宗
に
ご

縁
を
い
た
だ
い
た
皆
様
と
こ
の
教
え
を
味

わ
い
た
い
と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
は
平
山
正
三
氏
を
議
長
に
議
案

に
入
り
、
前
年
度
の
護
持
会
の
活
動
実

績
及
び
、
護
持
会
の
収
支
決
算
と
監
査

が
報
告
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
の
活
動
計
画
案
及
び
、今

年
度
の
収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
何
れ

も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
内
容
と
し
て
聞
法
会
・
年
間
行
事
・

サ
ー
ク
ル
・
子
供
会
の
紹
介
と
参
加
の

お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。
坊
守
池
田
恵

美
氏
が
責
任
役
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

絵
解
き
サ
ー
ク
ル
が
「
血
染
め
の
聖

教
」
と
し
て
吉
崎
御
坊
で
の
蓮
如
上
人

の
逸
話
と
し
て
伝
わ
る
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
燃
え
盛
る
炎
の
中
で
尊
い
命
を
掛

け
て
真
実
の
教
え
を
後
世
に
伝
え
た
と

い
う
話
に
教
え
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

『
親
鸞
聖
人
一

代
記
』と
題
し
て

三
遊
亭
右
左
喜

さ
ん
の
落
語
を

拝
聴
し
ま
し

た
。昨
年
に
引
き

続
き
巧
み
な
話

術
で
皆
を
笑
わ

せ
、親
鸞
聖
人
の

比
叡
山
で
ご
修

行
か
ら
山
を
降

り
法
然
上
人
と

出
会
い
ま
で
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
親
鸞
蕎
麦
喰
ひ
像
」
の
伝

説
に
は
興
味
津
々
聞
き
入

り
ま
し
た
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

護
持
会
総
会
報
告

淡
海
雅
子

総会

婦人合唱

落語　三遊亭右左喜さん

親鸞聖人のみ教えに聞く会
・令和 7年 11月 5日（水）
・午後 1時 30分～ 4時 30分
・テキスト；『教行信証』
・講　　師；延塚知道先生（大谷大学名誉教授）
・会　　場；光照寺本堂
・会　　費；500円
※ご参加の方は事前に当寺へお申し込み下さい。人数を制限する場合があります。

絵解き
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報　恩　講
・11月30日（日）
・午前11時～3時頃（10時30分受付）
・場所　光照寺本堂
・法要勤修
・講師　橘　出先生（新潟教区・久唱寺住職）
・講題　「南無阿弥陀仏の教えに生きている人に

出遇ってください」

先生よりメッセージ：

「どんな方でも自ら念仏申すようになるまでには、私に先

立って念仏申している人に出遇っていると思います。そ

して、いつの間にか私自身が念仏申す身となってきたの

ではないでしょうか。

　さて、親鸞聖人は、私たちの歩むべき道を南無阿弥陀

仏の道として示してくださった「得道の人」であります。

そしてその教えによって、「帰るところ」がはっきりして

いるから、安心してここに居れるといえるのではないでし

ょうか。その帰るべき世界・浄土について、ご一緒にたず

ねてまいりたいと思います。」

※準備の都合上、出席の際は、11月22日までにお寺にご連
絡下さい。

午前 10：30 受付

 11：00 勤行

 12：00 お斎（食事）

 1：00 法話　質疑応答

 3：00頃 終了予定

報

恩

講

【
報
恩
講
は
宗
祖
、
親
鸞
聖
人
の
ご
恩
徳

に
報
謝
し
、
い
の
ち
の
道
理
を
深
く
尋

ね
る
法
要
で
、
一
年
の
中
で
最
も
大
切

な
仏
事
で
す
。
真
宗
門
徒
と
し
て
必
ず

勤
め
る
法
要
で
あ
り
、
光
照
寺
の
今
年

度
最
後
の
大
き
い
法
要
で
す
の
で
是
非

と
も
ご
参
詣
下
さ
い
。】

本
年
は
橘
出
先
生
（
新
潟
教
区
・
久
唱
寺

住
職
）
を
お
迎
え
し
て
報
恩
講
を
勤
修

致
し
ま
す
。
ご
家
族
、縁
者
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
詣
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

住
職
（
釋
徹
照
）

「源空が信心も、如
にょ

来
らい

よりたまわりたる信心
なり。善

ぜん

信
しん

房
ぼう

の信心も如来よりたまわらせた
まいたる信心なり。されば、ただひとつなり」

川越喜多院の五百羅漢

羅漢：「善信が信心も、聖
しょうにん

人の御
ご

信
しん

心
じん

もひとつなり」とはいかに。後序
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子
供
会
報
告

光
照
寺
子
ど
も
会
“
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
”

“
社
会
科
見
学
（
埼
玉
県
警
察
本
部
）”

�

大
塚
陽
子

さ
る
、
七
月
二
十
二
日
（
火
）
小
人

六
名
大
人
八
名
の
参
加
に
て
、
十
時
半

よ
り
本
堂
に
て
勤
行
に
始
ま
り
、
前
坊

守
挨
拶
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
の
後
、

各
自
持
参
し
た
お
弁
当
を
お
寺
で
昼
食

を
と
り
、
お
寺
で
ゆ
で
た
そ
う
め
ん
も

皆
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ

い
た
ま
市
に
あ
る
埼
玉
県
庁
内
に
あ

る
、
埼
玉
県
警
察
本
部
へ
車
で
移
動
し
、

見
学
し
ま
し
た
。

最
初
は
県
警
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
て
、

女
性
警
察
官
よ
り
、
今
年
の
交
通
事
故

の
状
況
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
車

と
歩
行
者
の
交
通
事
故
が
一
番
多
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
展
示
し
て

あ
る
白
バ
イ
や
、
パ
ト
カ
ー
に
試
乗
さ

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
展
示
品
を
見
学
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
通
信
指
令
室
を
見

学
し
た
後
、
映
像
に
て
ひ
っ
た
く
り
に

あ
っ
た
後
一
一
〇
番
で
通
報
し
、
警
察

官
が
現
場
に
向
か
う
ま
で
の
流
れ
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
の
事
件

さ
な
が
ら
の
状
況
を
再
現
し
、
迅
速
に

判
断
し
て
犯
人
を
捕
ま
え
て
い
て
、
大

変
感
心
し
ま
し
た
。
私
達
市
民
の
為
に
、

安
全
を
保
持
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

埼玉県警本部にて
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と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
も
真
剣
に
お
話
を
聞
い
た

り
、
体
験
を
通
し
て
学
び
が
得
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、十
二
月
二
十
一
日
（
日
）
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

私
を
照
ら
す
法
の
な
い

世
界
に
は
、虚
し
さ
と

退
屈
だ
け
が
常
に
あ
る
。

（
箕
輪
秀
邦『
真
宗
門
徒
に
な
る
』）よ
り
）

む
な

本堂にて

ヨガ

ベビーマッサージ

寺
ヨ
ガ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会

お
寺
で
ヨ
ガ
を
毎
週
月
曜
十
時
～
十

一
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
師
は
ト
モ

ヨ
先
生
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
を

毎
月
第
三
火
曜
日
十
時
～
十
一
時
、
開

催
し
て
い
ま
す
。講
師
は
尚
子
先
生
。初

め
て
の
方
も
歓
迎
で
す
。
ご
興
味
の
方

は
当
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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私
は
出
雲
地
方
の
生
れ
で
、
故
郷

を
離
れ
て
半
世
紀
以
上
経
ち
ま
す
。

す
で
に
両
親
や
兄
弟
も
お
浄
土
に
還

り
、
帰
省
の
機
会
も
減
り
ま
し
た
。

私
の
実
家
は
代
々
の
真
宗
門
徒
だ
っ

た
の
で
、
私
は
物
心
つ
く
前
か
ら
念

仏
を
聞
き
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。

今
は
縁
あ
っ
て
光
照
寺
の
門
徒
と

な
り
、
毎
朝
、
お
内
仏
に
手
を
合
わ

せ
て
お
り
ま
す
。
近
年
、
昔
の
実
家

の
勤
行
の
様
子
が
、
し
き
り
に
瞼
に

浮
か
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
私
は
ご
縁
を
頂
き
仏
前
に
導

い
て
下
さ
っ
た
方
々
の
ご
恩
に
手
を

合
わ
せ
ま
す
。

「
自
分
が
自
分
に
な
っ
た
背
景
を

知
る　

そ
れ
が
恩
を
知
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
」
安
田
理
深

�

藤
原
自
雄

⃝
報
恩
講

十
一
月
三
十
日
（
日
）午
前
十
一
時
よ
り

勤
修
。
講
師
は
橘
出
先
生
（
新
潟
教
区
・

久
唱
寺
住
職
）

⃝

修
正
会

二
〇
二
六
年
一
月
一
日
元
旦
、
午
後
一

時
よ
り
勤
修
。
新
年
を
阿
弥
陀
如
来
の

ご
尊
前
よ
り
出
発
致
し
ま
し
ょ
う
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

⃝

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会

講
師
は
延
塚
知
道
先
生
（
大
谷
大
学
名

誉
教
授
）十
一
月
五
日
、
午
後
一
時
三
十

分
～
四
時
三
十
分
。『
教
行
信
証
』
を
学

ん
で
い
ま
す
。
ご
参
加
の
方
は
事
前
に

当
寺
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。会
費
五
百
円
。

⃝

大
経
の
会

十
一
月
は
報
恩
講
、十
二
月
三
日
。
午
後

二
時
～
午
後
四
時
。講
師
は
住
職
。細
川

巌
著
『
正
信
偈
讃
仰
』（
七
）を
学
ん
で
い

ま
す
。

⃝

我
聞
の
会

十
一
月
十
二
日
、十
二
月
十
日
。
午
後
二

時
～
四
時
。
講
師
は
住
職
。「
歎
異
抄
」を

学
ん
で
い
ま
す
。

⃝

微
風
学
舎

十
月
二
十
二
日
、十
一
月
二
十
六
日
、十

二
月
十
七
日
。午
後
二
時
～
四
時
。講
師

は
住
職
。「
高
僧
和
讃
講
義
（
三
）」
延
塚

知
道
著
を
学
ん
で
い
ま
す
。

真
宗
に
学
ぶ
つ
ど
い

十
二
月
二
日
、
午
後
一
時
三
十
分
～
四

時
。
会
場
は
一
心
寺
、講
師
は
牧
野
豊
丸

氏
。サ

ー
ク
ル

⃝

絵
解
き
サ
ー
ク
ル
、
十
月
二
十
七
日
、

十
二
月
十
五
日
。

子
供
会

十
二
月
二
十
一
日（
日
）。冬
休
み
企
画
。

テ
ラ
ヨ
ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
。
毎
週
月
曜
十
時
～
十
一

時
、講
師
ト
モ
ヨ
先
生
。
興
味
あ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

毎
月
第
三
火
曜
十
時
～
十
一
時
、
生
後

二
ケ
月
～
一
歳
位
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
対

象
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
遠
藤
尚
子

先
生
。会
場
は
お
寺
。興
味
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用

意
下
さ
い
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご

連
絡
下
さ
い
。

吉
澤
　
光
昭

お
だ
や
か
に
刈
田
の
煙
芳
し
き

縁
側
は
遠
く
な
り
け
り
衣
被

振
返
り
又
来
る
予
感
大
花
野

火
山
礫
踏
ま
う
眼
下
の
谷
紅
葉

試
走
路
や
背
に
Ｇ重力
受
く
秋
さ
な
か

佐
々
木
　
玄
吾

師
の
植
え
し
つ
つ
じ
は
咲
け
り

桃
色
に

記
念
法
座
の
写
真
飾
れ
り

い
ず
み
会
館
と
名
付
け
た
ま
い
し

師
は
逝
き
て

三
十
年
後
に
念
仏
の
子
集
う篠

原
　
潤
子

伊
豆
の
海
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着つ
け

泳
ぐ
孫まご
娘こ
は
は
し
ゃ
ぐ
魚
と
出
会
い

猛
暑
中
気
に
な
る
文
具
求
め
ゆ
く

銀
座
伊
東
屋
三
年
ぶ
り
や

年
と
れ
ば
食
欲
お
ち
る
は
ず
な
の
に

七
十
二
婆
婆
肥
え
る
一
方

喜
び
は
杖
つ
き
歩
く
駅
前
で

コ
メ
ダ
コ
ー
ヒ
ー
食
む
モ
ー
ニ
ン
グ

孫
と
娘
で
ホ
テ
ル
の
プ
ー
ル

二
十
五
メ
ー
ト
ル
泳
ぐ
七
十
二
夏

寺
務
所
よ
り

美人林秋景
山田邦興　画
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